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問い合わせ ： 神余かっこ舞保存会  090-2544-1530（加藤善行） 

＜神余かっこ舞とは＞  
 神余日吉神社のかっこ舞は、約２５０年前より伝わる民俗芸能です。日照り続きで米があまり取れなかっ

たとき、雨を神々に祈り、五穀豊穣を願って踊るようになったと言われています。雌獅子、中獅子、親獅子

の３匹の獅子が中心となって物語を紡ぎだします。 

かっこ舞は、時代の流れで何度も中断され、途絶えそうになりましたが、 

１９７４年に 地元の高校生を中心に復活し、現在まで 継承されてきました。 

1996 年には 館山市無形民俗文化財に指定されました。 

現在では、 地区祭礼の参加 以外にも、 様々なイベントに 参加するなど、 神 

余日吉神社に伝承する民俗芸能かっこ舞の 後世への継承・保存のため、積極 

的に活動しています。今年は復活５０周年の記念の年になります。 

 

神余かっこ舞 
復興５０周年記念イベント 
 

入場・見学無料 

日程： 10:00 復興 50 周年記念式典、 １０：４５ かっこ舞披露        ※日本語＆英語解説あり 

11:40 餅投げ、 14:00 かっこ舞の写真や衣装の展示、 販売（かっこ舞グッズ・いの 

しし肉の串焼き、かなマッコリ）  14:15 有志によるかっこ舞披露   １４：４５ 餅つき 

２０２４年１０月６日（日） 10 時～1６時 

 

か な  ま り 

 

場所： 日吉神社 （館山市神余 ９３２）     〔駐車場： 有り〕 

ふれあい神余の里 （館山市神余 1354-4）    

 


